
議題３（委員会決裁事項（規則第３条第２号））

大阪府立学校の管理運営に関する規則の制定について

大阪府立高等学校等の管理運営に関する規則を廃止し、別紙のとおり標記規則を制定す

る。

平成２６年３月２５日

大阪府教育委員会

＜参考＞

地方教育行政の組織及び運営に関する法律

(学校等の管理) 
第三十三条  教育委員会は、法令又は条例に違反しない限度において、その所管に

属する学校その他の教育機関の施設、設備、組織編制、教育課程、教材の取扱その

他学校その他の教育機関の管理運営の基本的事項について、必要な教育委員会規則

を定めるものとする。この場合において、当該教育委員会規則で定めようとする事

項のうち、その実施のためには新たに予算を伴うこととなるものについては、教育

委員会は、あらかじめ当該地方公共団体の長に協議しなければならない。
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大
阪
府
立
学
校
の
管
理
運
営
に
関
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

平
成
二
十
六
年
三
月

日

大
阪
府
教
育
委
員
会

委
員
長

陰
山

英
男

大
阪
府
教
育
委
員
会
規
則
第

号

大
阪
府
立
学
校
の
管
理
運
営
に
関
す
る
規
則

目
次第

一
章

総
則
（
第
一
条
―
第
二
十
四
条
）

第
二
章

高
等
学
校
（
第
二
十
五
条
―
第
四
十
条
）

第
三
章

特
別
支
援
学
校
（
第
四
十
一
条
―
第
四
十
七
条
）

第
四
章

学
校
協
議
会
（
第
四
十
八
条
─
第
五
十
六
条
）

第
五
章

雑
則
（
第
五
十
七
条
）

附
則

第
一
章

総
則

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年

法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
三
十
三
条
に
規
定
す
る
大
阪
府
立
の
高
等
学
校
及
び
特
別
支
援
学

校
（
以
下
「
学
校
」
と
い
う
。
）
の
管
理
運
営
の
基
本
的
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。

（
組
織
及
び
収
容
定
員
等
）

第
二
条

高
等
学
校
に
設
置
す
る
課
程
及
び
学
科
は
、
別
表
第
一
の
と
お
り
と
す
る
。

２

特
別
支
援
学
校
に
設
置
す
る
部
・
科
及
び
学
科
（
課
程
）
並
び
に
対
象
と
す
る
障
が
い
種

別
は
、
別
表
第
二
の
と
お
り
と
す
る
。

（
学
期
）

第
三
条

学
期
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
校
長
が
教
育
委
員
会
の
承
認
を
得
て
定

め
た
と
き
は
そ
の
学
期
と
す
る
。

第
一
学
期

四
月
一
日
か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で

第
二
学
期

九
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

第
三
学
期

翌
年
一
月
一
日
か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で

（
休
業
日
）

第
四
条

学
校
教
育
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
三
百
四
十
号
）
第
二
十
九
条
に
規
定

す
る
学
校
の
休
業
日
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

夏
季
休
業
日

七
月
二
十
一
日
か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で

二

冬
季
休
業
日

十
二
月
二
十
五
日
か
ら
翌
年
一
月
七
日
ま
で

三

春
季
休
業
日

三
月
十
六
日
か
ら
四
月
七
日
ま
で

た
だ
し
、
特
別
支
援
学
校
に
つ
い
て
は
、
三
月
二
十
五
日
か
ら
四
月
七
日
ま
で

四

学
校
創
立
記
念
日

２

校
長
は
、
特
に
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
教
育
委
員
会
の
承
認
を
受
け
て
、
別
に
休
業
日

を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

定
時
制
の
課
程
に
あ
っ
て
は
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
校
長
は
、
教
育
委
員
会



の
承
認
を
受
け
て
、
同
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
規
定
す
る
休
業
日
を
別
に
定
め
る
こ

と
が
で
き
る
。

（
休
業
日
の
変
更
等
）

第
五
条

校
長
は
、
休
業
日
を
変
更
し
、
又
は
休
業
日
を
授
業
日
と
す
る
と
き
は
、
次
項
に
定

め
る
場
合
を
除
き
、
教
育
委
員
会
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

校
長
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
教
育
委
員
会
に
そ
の
旨

を
届
け
出
る
も
の
と
す
る
。

一

文
化
祭
、
体
育
会
等
の
学
校
行
事
を
行
う
た
め
に
休
業
日
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き

二

高
等
学
校
の
単
位
制
に
よ
る
課
程
の
う
ち
定
時
制
の
課
程
又
は
通
信
制
の
課
程
に
お

い
て
、
休
業
日
を
授
業
日
と
す
る
と
き

（
学
校
経
営
計
画
の
提
出
）

第
六
条

校
長
は
、
教
育
委
員
会
と
協
議
し
て
、
大
阪
府
立
学
校
条
例
（
平
成
二
十
四
年
大
阪

府
条
例
第
八
十
九
号
。
以
下
「
学
校
条
例
」
と
い
う
。
）
第
七
条
の
規
定
に
基
づ
く
学
校
経

営
計
画
（
以
下
「
学
校
経
営
計
画
」
と
い
う
。
）
を
策
定
し
、
前
年
度
の
三
月
三
十
一
日
ま

で
に
教
育
委
員
会
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
教
育
委
員
会
が
特
に
必
要
と

認
め
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
学
校
経
営
計
画
の
変
更
を
命
ず
る
こ
と
が
あ
る
。

（
学
校
評
価
の
実
施
時
期
）

第
七
条

校
長
は
、
学
校
条
例
第
十
条
の
規
定
に
基
づ
く
学
校
評
価
を
行
い
、
毎
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
に
教
育
委
員
会
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
教
育
計
画
の
提
出
及
び
報
告
）

第
八
条

校
長
は
、
教
育
委
員
会
が
定
め
る
教
育
課
程
基
準
に
基
づ
き
、
翌
年
度
の
教
育
課
程

を
編
成
し
、
毎
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
教
育
委
員
会
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た

だ
し
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
教
育
委
員
会
と
協
議
の
上
、
届
出
前
に
承
認

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

在
校
生
徒
に
対
す
る
教
育
課
程
の
変
更

二

総
合
学
科
お
い
て
構
成
さ
れ
る
科
目
群
の
変
更

三

普
通
科
に
お
け
る
専
門
教
育
に
関
す
る
教
科
・
科
目
を
充
実
さ
せ
た
コ
ー
ス
の
新
設

四

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
教
育
委
員
会
が
特
に
必
要
と
認
め
る
事
項

２

校
長
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
た
だ
し
、
教
育
委
員
会
が
特
に
必
要
と
認
め
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
校
長
と
協
議
の

上
、
変
更
を
命
ず
る
こ
と
が
あ
る
。

一

学
校
教
育
活
動
の
方
針

二

校
務
分
掌

三

行
事
予
定

（
学
則
）

第
九
条

校
長
は
、
教
育
委
員
会
が
定
め
る
学
則
準
則
に
基
づ
き
、
学
則
を
定
め
、
教
育
委
員

会
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
す
る
と
き
も
、
ま
た
、
同
様
と
す
る
。
た

だ
し
、
教
育
委
員
会
が
特
に
必
要
と
認
め
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
校
長
と
協
議
の
上
、
学
則

の
変
更
を
命
ず
る
こ
と
が
あ
る
。



（
教
科
用
図
書
の
採
択
）

第
十
条

高
等
学
校
に
お
い
て
使
用
す
る
教
科
用
図
書
は
、
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法

律
第
二
十
六
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
六
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
四

条
第
一
項
に
規
定
す
る
教
科
用
図
書
か
ら
、
校
長
の
選
定
を
踏
ま
え
教
育
委
員
会
が
採
択
す

る
。

２

特
別
支
援
学
校
に
お
い
て
使
用
す
る
教
科
用
図
書
は
、
法
第
八
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す

る
法
第
三
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
教
科
用
図
書
又
は
法
附
則
第
九
条
に
規
定
す
る
教

科
用
図
書
か
ら
、
校
長
の
選
定
を
踏
ま
え
教
育
委
員
会
が
採
択
す
る
。

（
教
材
の
取
扱
い
）

第
十
一
条

校
長
は
、
教
材
及
び
教
具
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
教
育
上
の
効
果
及
び
保

護
者
の
経
済
的
負
担
に
つ
い
て
、
十
分
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
二
条

校
長
は
、
法
第
六
十
二
条
及
び
法
第
八
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
四

条
第
一
項
に
規
定
す
る
教
科
用
図
書
（
以
下
「
教
科
書
」
と
い
う
。
）
が
発
行
さ
れ
て
い
な

い
教
科
及
び
科
目
に
つ
い
て
、
主
た
る
教
材
と
し
て
教
科
書
以
外
の
図
書
を
使
用
す
る
と
き

は
、
あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
書
名
、
定
価
等
を
教
育
委
員
会
に
届
け
出
る
も
の
と
す
る
。
た
だ

し
、
教
育
委
員
会
が
特
に
必
要
と
認
め
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
校
長
と
協
議
の
上
、
そ
の
選

定
に
つ
き
、
変
更
を
命
ず
る
こ
と
が
あ
る
。

第
十
三
条

校
長
は
、
学
年
又
は
学
級
全
員
の
教
材
と
し
て
、
副
読
本
、
問
題
集
、
解
説
書
そ

の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
を
使
用
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
書
名
、
定
価
等
を

教
育
委
員
会
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
教
育
委
員
会
が
特
に
必
要
と
認
め

る
場
合
に
つ
い
て
は
、
校
長
と
協
議
の
上
、
そ
の
選
定
に
つ
き
、
変
更
を
命
ず
る
こ
と
が
あ

る
。

（
修
学
旅
行
等
の
教
育
活
動
の
実
施
）

第
十
四
条

校
長
は
、
修
学
旅
行
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
実
施
期
日
の
一
月
前
ま
で

に
教
育
委
員
会
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
海
外
へ
の
修
学
旅
行
を
実
施
し

よ
う
と
す
る
と
き
は
、
前
年
度
の
十
月
ま
で
に
教
育
委
員
会
と
協
議
の
上
、
承
認
を
受
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
校
長
は
、
宿
泊
を
要
す
る
教
育
活
動
を
実
施
し
よ
う
と

す
る
と
き
は
、
実
施
期
日
の
二
週
間
前
ま
で
に
、
教
育
委
員
会
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
た
だ
し
、
教
育
委
員
会
が
特
に
必
要
と
認
め
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
校
長
と
協
議
の
上
、

宿
泊
を
要
す
る
教
育
活
動
の
内
容
の
変
更
を
命
ず
る
こ
と
が
あ
る
。

（
職
員
及
び
生
徒
等
の
事
故
）

第
十
五
条

職
員
並
び
に
生
徒
、
児
童
及
び
幼
児
（
以
下
「
生
徒
等
」
と
い
う
。
）
に
、
感
染
症
、

食
中
毒
が
集
団
的
に
発
生
し
た
と
き
、
又
は
傷
病
、
死
亡
等
の
事
件
・
事
故
（
加
害
事
故
を

含
む
。
）
及
び
い
じ
め
事
象
な
ど
重
篤
な
生
徒
指
導
事
象
が
発
生
し
た
と
き
は
、
校
長
は
、

速
や
か
に
、
教
育
委
員
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
防
犯
及
び
防
災
計
画
）

第
十
六
条

校
長
は
、
学
校
の
防
犯
及
び
防
災
の
計
画
を
定
め
、
教
育
委
員
会
に
届
け
出
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
に
規
定
す
る
計
画
に
は
、
特
に
生
徒
等
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
が
講
じ
ら



れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
安
全
対
策
の
推
進
体
制
の
整
備
等
）

第
十
七
条

校
長
は
、
大
阪
府
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
条
例
（
平
成
十
四
年
大
阪
府
条
例
第
一
号
。

以
下
「
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
と
い
う
。
）
第
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
安
全
対
策
の
推
進
体
制

の
整
備
等
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

２

校
長
は
、
ま
ち
づ
く
り
条
例
第
八
条
第
二
項
の
指
針
に
基
づ
き
、
具
体
的
方
策
を
実
施
す

る
も
の
と
す
る
。

（
臨
時
休
業
の
報
告
）

第
十
八
条

校
長
は
、
感
染
症
の
予
防
上
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
臨
時
に
、
学
校
の
全
部
又
は

一
部
の
休
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

２

校
長
は
、
前
項
の
休
業
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
、
教
育
委
員
会
に
報
告
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
保
健
所
と
の
連
絡
）

第
十
九
条

学
校
保
健
安
全
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
五
十
六
号
）
第
十
八
条
の
規
定
に
よ

る
保
健
所
と
の
連
絡
は
、
校
長
が
行
う
も
の
と
す
る
。

（
施
設
利
用
形
態
の
変
更
）

第
二
十
条

校
長
は
、
学
校
の
施
設
の
利
用
形
態
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ

め
、
教
育
委
員
会
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
学
校
施
設
の
損
傷
等
）

第
二
十
一
条

学
校
の
施
設
若
し
く
は
設
備
が
著
し
く
損
傷
若
し
く
は
滅
失
し
た
と
き
、
又
は

重
要
な
備
品
等
を
紛
失
し
た
と
き
は
、
校
長
は
、
そ
の
理
由
を
具
し
て
教
育
委
員
会
に
報
告

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
校
長
の
専
決
事
項
）

第
二
十
二
条

校
長
は
、
他
の
規
則
又
は
他
の
規
程
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
関
係
法
規
に
従

い
以
下
の
項
目
に
つ
い
て
専
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

校
長
及
び
所
属
職
員
の
出
張
、
休
暇
そ
の
他
服
務
の
処
理
に
関
す
る
こ
と
。

二

そ
の
他
教
育
委
員
会
の
指
示
す
る
事
項
の
処
理
に
関
す
る
こ
と
。

２

校
長
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち
、
重
要
又
は
異
例
と
認
め
ら
れ
る
事
項
の
処

理
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
教
育
委
員
会
と
協
議
の
上
、
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
准
校
長
）

第
二
十
三
条

定
時
制
の
課
程
（
昼
間
に
お
い
て
の
み
授
業
を
行
う
課
程
を
除
く
。
）
又
は
通
信

制
の
課
程
を
有
す
る
高
等
学
校
及
び
高
等
部
を
有
し
、
か
つ
、
小
学
部
又
は
中
学
部
を
有
す

る
特
別
支
援
学
校
に
、
准
校
長
を
置
く
。
た
だ
し
、
特
別
の
事
情
の
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。

２

准
校
長
は
、
教
育
委
員
会
が
命
ず
る
。

３

高
等
学
校
の
准
校
長
は
、
校
長
の
命
を
受
け
、
第
一
項
に
規
定
す
る
課
程
に
関
す
る
校
務

を
掌
理
し
、
そ
の
課
程
の
所
属
職
員
を
監
督
す
る
。

４

特
別
支
援
学
校
（
大
阪
府
立
交
野
支
援
学
校
を
除
く
。
）
の
准
校
長
は
、
校
長
の
命
を
受
け
、

高
等
部
に
関
す
る
校
務
を
掌
理
し
、
そ
の
部
の
所
属
職
員
を
監
督
す
る
。



５

大
阪
府
立
交
野
支
援
学
校
の
准
校
長
は
、
校
長
の
命
を
受
け
、
大
阪
府
立
交
野
支
援
学
校

四
條
畷
校
の
中
等
部
及
び
高
等
部
に
関
す
る
校
務
を
掌
理
し
、
こ
れ
ら
の
部
の
所
属
職
員
を

監
督
す
る
。

６

准
校
長
は
、
校
長
の
権
限
に
属
す
る
事
項
の
う
ち
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、

専
決
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
他
の
課
程
又
は
部
に
影
響
が
及
ぶ
事
項
に
つ
い
て
は
、

あ
ら
か
じ
め
校
長
の
承
認
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。

一

学
校
教
育
の
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

二

生
徒
の
管
理
に
関
す
る
こ
と
（
生
徒
の
入
学
、
転
学
、
退
学
及
び
卒
業
に
関
す
る
こ
と

を
除
く
。
）
。

三

所
属
職
員
の
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

四

学
校
事
務
の
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

五

そ
の
他
教
育
委
員
会
の
指
示
す
る
事
項
の
処
理
に
関
す
る
こ
と
。

７

准
校
長
は
、
校
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
そ
の
職
務
を
代
理
し
、
校
長
が
欠
け
た
と
き
は

そ
の
職
務
を
行
う
。

（
職
員
会
議
）

第
二
十
四
条

校
長
は
、
校
長
の
職
務
の
円
滑
な
執
行
に
資
す
る
た
め
、
学
校
に
職
員
会
議
を

置
く
こ
と
が
で
き
る
。

２

職
員
会
議
を
置
く
場
合
、
校
長
は
、
職
員
会
議
を
招
集
し
、
主
宰
す
る
。

３

校
長
は
、
関
係
法
規
に
従
い
、
職
員
会
議
に
係
る
手
続
、
議
題
及
び
進
行
を
定
め
る
。

第
二
章

高
等
学
校

（
入
学
者
の
選
抜
）

第
二
十
五
条

高
等
学
校
の
入
学
者
の
選
抜
に
関
す
る
事
項
は
、
別
に
定
め
る
。

（
定
時
制
の
課
程
の
修
業
年
限
）

第
二
十
六
条

高
等
学
校
の
定
時
制
の
課
程
の
修
業
年
限
は
、
三
年
以
上
と
す
る
。

（
連
携
型
高
等
学
校
）

第
二
十
七
条

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
高
等
学
校
（
以
下
「
連
携
型
高
等
学
校
」
と
い
う
。
）

に
お
い
て
は
、
学
校
教
育
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
文
部
省
令
第
十
一
号
）
第
八
十
七

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
中
学
校
（
以
下
「
連
携
型
中
学
校
」
と

い
う
。
）
に
お
け
る
教
育
と
の
一
貫
性
に
配
慮
し
、
よ
り
効
果
的
な
教
育
を
施
す
も
の
と
す

る
。

連
携
型
高
等
学
校
名

連
携
型
中
学
校
名

大
阪
府
立
能
勢
高
等
学
校

能
勢
町
立
西
中
学
校

能
勢
町
立
東
中
学
校



大
阪
府
立
柏
原
東
高
等
学
校

柏
原
市
立
柏
原
中
学
校

柏
原
市
立
堅
上
中
学
校

柏
原
市
立
国
分
中
学
校

柏
原
市
立
堅
下
北
中
学
校

柏
原
市
立
堅
下
南
中
学
校

柏
原
市
立
玉
手
中
学
校

柏
原
市
立
桜
坂
中
学
校

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
連
携
型
高
等
学
校
に
お
い
て
教
育
課
程
を
編
成
す
る
と
き
に
は
、

校
長
は
、
あ
ら
か
じ
め
連
携
型
中
学
校
の
校
長
と
協
議
の
上
、
連
携
型
高
等
学
校
の
校
長
が

決
定
す
る
も
の
と
す
る
。

（
休
学
）

第
二
十
八
条

高
等
学
校
の
生
徒
の
休
学
の
期
間
は
、
引
き
続
き
二
年
を
超
え
る
こ
と
が
で
き

な
い
。

２

生
徒
が
前
項
に
規
定
す
る
休
学
の
期
間
を
経
過
し
て
も
な
お
復
学
で
き
な
い
と
き
は
、
退

学
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。

３

休
学
の
手
続
き
を
し
な
い
生
徒
が
登
校
し
な
い
場
合
、
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
に
限
り
、

二
年
間
は
、
不
登
校
の
一
事
を
も
っ
て
退
学
さ
せ
な
い
も
の
と
す
る
。

４

生
徒
が
前
項
に
規
定
す
る
期
間
を
経
過
し
て
も
な
お
復
学
で
き
な
い
と
き
は
、
退
学
さ
せ

る
も
の
と
す
る
。

（
懲
戒
の
報
告
）

第
二
十
九
条

高
等
学
校
の
校
長
は
、
懲
戒
の
う
ち
、
退
学
又
は
停
学
の
処
分
を
行
っ
た
と
き

は
、
速
や
か
に
、
教
育
委
員
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
教
諭
（
指
導
専
任
）
）

第
三
十
条

高
等
学
校
に
、
任
用
の
期
限
を
付
さ
な
い
講
師
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
講
師
の
職
名
は
、
教
諭
（
指
導
専
任
）
と
す
る
。

３

第
一
項
の
講
師
は
、
法
第
六
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
七
条
第
十
六
項
に
規

定
す
る
講
師
の
職
務
を
行
う
。

（
首
席
）

第
三
十
一
条

高
等
学
校
に
首
席
を
置
く
も
の
と
し
、
主
幹
教
諭
を
も
っ
て
充
て
る
。
た
だ
し
、

特
別
の
事
情
の
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

２

首
席
は
、
教
諭
、
養
護
教
諭
及
び
栄
養
教
諭
の
う
ち
か
ら
、
教
育
委
員
会
が
命
ず
る
。

３

首
席
は
、
校
長
又
は
准
校
長
の
指
揮
監
督
の
下
、
学
校
運
営
を
助
け
、
そ
の
命
を
受
け
、

一
定
の
校
務
を
整
理
し
、
生
徒
の
教
育
を
つ
か
さ
ど
る
。

４

首
席
の
職
務
に
関
す
る
事
項
は
、
教
育
委
員
会
が
別
に
定
め
る
。

（
指
導
教
諭
、
指
導
養
護
教
諭
及
び
指
導
栄
養
教
諭
）

第
三
十
二
条

高
等
学
校
に
指
導
教
諭
、
指
導
養
護
教
諭
又
は
指
導
栄
養
教
諭
を
置
く
。
た
だ

し
、
特
別
の
事
情
の
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

２

指
導
教
諭
、
指
導
養
護
教
諭
及
び
指
導
栄
養
教
諭
は
、
そ
れ
ぞ
れ
教
諭
、
養
護
教
諭
及
び

栄
養
教
諭
の
う
ち
か
ら
、
教
育
委
員
会
が
命
ず
る
。

３

指
導
教
諭
は
生
徒
の
教
育
を
つ
か
さ
ど
り
、
指
導
養
護
教
諭
は
生
徒
の
養
護
を
つ
か
さ
ど



り
、
指
導
栄
養
教
諭
は
生
徒
の
栄
養
の
管
理
及
び
指
導
を
つ
か
さ
ど
り
、
校
長
又
は
准
校
長

の
指
揮
監
督
の
下
、
そ
れ
ぞ
れ
専
門
的
な
知
識
や
経
験
を
活
用
し
、
教
職
員
の
指
導
力
の
向

上
を
図
る
。

４

指
導
教
諭
、
指
導
養
護
教
諭
及
び
指
導
栄
養
教
諭
の
職
務
に
関
す
る
事
項
は
、
教
育
委
員

会
が
別
に
定
め
る
。

（
総
括
実
習
助
手
）

第
三
十
三
条

高
等
学
校
に
、
総
括
実
習
助
手
を
置
く
。
た
だ
し
、
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
き

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

総
括
実
習
助
手
は
、
実
習
助
手
の
う
ち
か
ら
、
教
育
委
員
会
が
命
ず
る
。

３

総
括
実
習
助
手
の
職
務
等
に
関
す
る
事
項
は
、
教
育
委
員
会
が
別
に
定
め
る
。

（
教
務
主
任
等
）

第
三
十
四
条

高
等
学
校
に
、
教
務
主
任
、
学
年
主
任
、
保
健
主
事
、
生
徒
指
導
主
事
及
び
進

路
指
導
主
事
を
置
く
。
た
だ
し
、
特
別
の
事
情
の
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

専
門
教
育
を
主
と
す
る
学
科
を
置
く
高
等
学
校
に
、
専
門
学
科
ご
と
に
学
科
主
任
を
置
き
、

農
業
に
関
す
る
学
科
を
置
く
高
等
学
校
及
び
総
合
学
科
を
置
く
高
等
学
校
の
う
ち
農
業
に

関
す
る
実
習
地
及
び
実
習
施
設
を
有
す
る
高
等
学
校
に
、
農
場
長
を
置
く
。
た
だ
し
、
特
別

の
事
情
の
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３

高
等
学
校
に
、
司
書
教
諭
を
置
く
。
た
だ
し
、
学
級
の
数
（
通
信
制
の
課
程
を
置
く
高
等

学
校
に
あ
っ
て
は
、
学
級
の
数
と
通
信
制
の
課
程
の
生
徒
の
数
を
三
百
で
除
し
て
得
た
数

（
一
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
、
一
に
切
り
上
げ
る
。
）
と
を
合
計
し
た
数
）
が
十
一

以
下
の
学
校
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
工
科
高
等
学
校
の
系
及
び
主
任
等
）

第
三
十
五
条

工
科
高
等
学
校
に
は
、
専
門
教
育
に
お
け
る
幅
広
い
分
野
の
学
習
が
可
能
と
な

る
よ
う
工
業
に
関
す
る
科
目
を
系
統
的
に
編
成
し
た
系
及
び
、
そ
の
も
と
に
高
等
学
校
設
置

基
準
（
平
成
十
六
年
文
部
科
学
省
令
第
二
十
号
）
で
定
め
ら
れ
て
い
る
学
科
に
相
当
し
専
門

性
の
深
化
を
図
る
専
科
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

工
科
高
等
学
校
の
系
ご
と
に
主
任
を
置
く
。
系
主
任
は
そ
の
系
の
も
と
に
設
け
ら
れ
て
い

る
学
科
の
主
任
を
兼
ね
る
も
の
と
す
る
。

（
教
務
主
任
等
の
職
務
）

第
三
十
六
条

教
務
主
任
は
、
校
長
又
は
准
校
長
の
指
揮
監
督
を
受
け
、
教
育
計
画
の
立
案
そ

の
他
の
教
務
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
連
絡
調
整
及
び
指
導
、
助
言
に
当
た
る
。

２

学
年
主
任
は
、
校
長
又
は
准
校
長
の
指
揮
監
督
を
受
け
、
当
該
学
年
の
教
育
活
動
に
関
す

る
事
項
に
つ
い
て
連
絡
調
整
及
び
指
導
、
助
言
に
当
た
る
。

３

保
健
主
事
は
、
校
長
又
は
准
校
長
の
指
揮
監
督
を
受
け
、
学
校
に
お
け
る
保
健
に
関
す
る

事
項
を
管
理
し
、
当
該
事
項
に
つ
い
て
連
絡
調
整
及
び
指
導
、
助
言
に
当
た
る
。

４

生
徒
指
導
主
事
は
、
校
長
又
は
准
校
長
の
指
揮
監
督
を
受
け
、
生
徒
指
導
に
関
す
る
事
項

を
つ
か
さ
ど
り
、
当
該
事
項
に
つ
い
て
連
絡
調
整
及
び
指
導
、
助
言
に
当
た
る
。

５

進
路
指
導
主
事
は
、
校
長
又
は
准
校
長
の
指
揮
監
督
を
受
け
、
生
徒
の
職
業
選
択
の
指
導

及
び
進
学
の
指
導
そ
の
他
の
進
路
の
指
導
に
関
す
る
事
項
を
つ
か
さ
ど
り
、
当
該
事
項
に
つ

い
て
連
絡
調
整
及
び
指
導
、
助
言
に
当
た
る
。



６

学
科
主
任
は
、
校
長
又
は
准
校
長
の
指
揮
監
督
を
受
け
、
当
該
学
科
の
教
育
活
動
に
関
す

る
事
項
に
つ
い
て
連
絡
調
整
及
び
指
導
、
助
言
に
当
た
る
。

７

農
場
長
は
、
校
長
又
は
准
校
長
の
指
揮
監
督
を
受
け
、
農
業
に
関
す
る
実
習
地
及
び
実
習

施
設
の
運
営
に
関
す
る
事
項
を
つ
か
さ
ど
り
、
当
該
事
項
に
つ
い
て
連
絡
調
整
及
び
指
導
、

助
言
に
当
た
る
。

８

司
書
教
諭
は
、
校
長
又
は
准
校
長
の
指
揮
監
督
を
受
け
、
学
校
図
書
館
に
係
る
専
門
的
職

務
に
従
事
す
る
。

（
教
務
主
任
等
の
職
務
発
令
）

第
三
十
七
条

第
三
十
四
条
に
規
定
す
る
教
務
主
任
等
の
う
ち
保
健
主
事
及
び
司
書
教
諭
を
除

く
も
の
は
教
諭
の
う
ち
か
ら
校
長
が
命
じ
、
教
育
委
員
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
教
育
委
員
会
が
特
に
必
要
と
認
め
る
場
合
に
は
、
校
長
と
協
議
の
上
、
そ
の
任
命

に
つ
き
変
更
を
命
ず
る
こ
と
が
あ
る
。

２

保
健
主
事
は
教
諭
又
は
養
護
教
諭
の
う
ち
か
ら
校
長
が
命
じ
、
教
育
委
員
会
に
報
告
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
教
育
委
員
会
が
特
に
必
要
と
認
め
る
場
合
に
は
、
校
長
と
協

議
の
上
、
そ
の
任
命
に
つ
き
変
更
を
命
ず
る
こ
と
が
あ
る
。

３

司
書
教
諭
は
司
書
教
諭
講
習
を
修
了
し
有
資
格
者
と
な
っ
た
教
諭
の
う
ち
か
ら
校
長
が
命

じ
、
教
育
委
員
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
教
育
委
員
会
が
特
に
必
要
と

認
め
る
場
合
に
は
、
校
長
と
協
議
の
上
、
そ
の
任
命
に
つ
き
変
更
を
命
ず
る
こ
と
が
あ
る
。

（
そ
の
他
の
主
任
等
）

第
三
十
八
条

高
等
学
校
に
、
第
三
十
四
条
に
規
定
す
る
教
務
主
任
等
の
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
、

校
務
を
分
担
す
る
主
任
等
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
に
規
定
す
る
主
任
等
は
、
教
諭
の
う
ち
か
ら
、
校
長
が
命
じ
、
教
育
委
員
会
に
報
告

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
教
育
委
員
会
が
特
に
必
要
と
認
め
る
場
合
に
は
、
校
長

と
協
議
の
上
、
そ
の
任
命
に
つ
き
変
更
を
命
ず
る
こ
と
が
あ
る
。

（
事
務
部
長
、
事
務
長
、
課
長
補
佐
及
び
主
査
）

第
三
十
九
条

高
等
学
校
に
、
事
務
部
長
又
は
事
務
長
を
置
く
。

２

高
等
学
校
に
、
課
長
補
佐
及
び
主
査
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

３

事
務
部
長
、
事
務
長
及
び
課
長
補
佐
は
、
事
務
職
員
の
う
ち
か
ら
、
校
長
の
意
見
を
聴
き
、

教
育
委
員
会
が
命
ず
る
。

４

主
査
は
、
事
務
職
員
、
技
術
職
員
又
は
学
校
栄
養
職
員
の
う
ち
か
ら
、
教
育
委
員
会
が
命

ず
る
。

５

事
務
部
長
及
び
事
務
長
は
、
校
長
又
は
准
校
長
の
指
揮
監
督
の
下
、
そ
の
命
を
受
け
、
事

務
を
つ
か
さ
ど
る
。

６

課
長
補
佐
は
、
上
司
の
指
揮
を
受
け
、
担
任
事
務
を
掌
理
す
る
。

７

主
査
は
、
上
司
の
指
揮
を
受
け
、
担
任
事
務
を
処
理
す
る
。

（
そ
の
他
の
職
）

第
四
十
条

高
等
学
校
に
、
副
主
査
及
び
主
事
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

２

高
等
学
校
に
、
技
師
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

３

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
必
要
な
職
は
別
に
定
め
る
。

４

副
主
査
は
、
事
務
職
員
及
び
技
術
職
員
又
は
学
校
栄
養
職
員
の
う
ち
か
ら
、
教
育
委
員
会



が
命
ず
る
。

５

主
事
は
、
事
務
職
員
の
う
ち
か
ら
、
教
育
委
員
会
が
命
ず
る
。

６

技
師
は
、
技
術
職
員
又
は
学
校
栄
養
職
員
の
う
ち
か
ら
、
教
育
委
員
会
が
命
ず
る
。

７

副
主
査
、
主
事
及
び
技
師
は
、
上
司
の
指
揮
を
受
け
、
別
に
定
め
る
職
務
に
従
事
す
る
。

第
三
章

特
別
支
援
学
校

（
特
別
支
援
学
校
の
入
学
者
の
決
定
及
び
選
抜
）

第
四
十
一
条

特
別
支
援
学
校
の
幼
稚
部
及
び
高
等
部
の
入
学
者
の
決
定
及
び
選
抜
に
関
す
る

事
項
は
、
別
に
定
め
る
。

（
特
別
支
援
学
校
専
攻
科
の
修
業
年
限
）

第
四
十
二
条

特
別
支
援
学
校
の
専
攻
科
の
修
業
年
限
は
、
保
健
理
療
科
、
理
療
科
及
び
理
学

療
法
科
に
あ
っ
て
は
三
年
、
音
楽
科
、
情
報
処
理
科
、
工
業
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
科
、
情
報
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科
及
び
ラ
イ
フ
・
サ
ポ
ー
ト
科
に
あ
っ
て
は
二
年
と
す
る
。

（
部
主
事
）

第
四
十
三
条

特
別
支
援
学
校
の
各
部
に
、
部
主
事
を
置
く
。
た
だ
し
、
特
別
の
事
情
の
あ
る

と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

部
主
事
は
、
教
諭
の
う
ち
か
ら
、
校
長
が
命
じ
、
教
育
委
員
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
た
だ
し
、
教
育
委
員
会
が
特
に
必
要
と
認
め
る
場
合
に
は
、
校
長
と
協
議
の
上
、
そ

の
任
命
に
つ
き
変
更
を
命
ず
る
こ
と
が
あ
る
。

（
寮
務
主
任
、
舎
監
及
び
総
括
寄
宿
舎
指
導
員
）

第
四
十
四
条

寄
宿
舎
を
設
け
る
特
別
支
援
学
校
に
、
寮
務
主
任
及
び
舎
監
を
置
く
。

２

寮
務
主
任
は
、
校
長
又
は
准
校
長
の
指
揮
監
督
を
受
け
、
寮
務
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て

連
絡
調
整
及
び
指
導
、
助
言
に
当
た
る
。

３

舎
監
は
、
校
長
又
は
准
校
長
の
指
揮
監
督
を
受
け
、
寄
宿
舎
の
管
理
及
び
寄
宿
舎
に
お
け

る
生
徒
等
の
教
育
に
当
た
る
。

４

寮
務
主
任
及
び
舎
監
は
、
教
諭
の
う
ち
か
ら
、
校
長
が
命
じ
、
教
育
委
員
会
に
報
告
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
教
育
委
員
会
が
特
に
必
要
と
認
め
る
場
合
に
は
、
校
長
と
協

議
の
上
、
そ
の
任
命
に
つ
き
変
更
を
命
ず
る
こ
と
が
あ
る
。

第
四
十
五
条

寄
宿
舎
を
設
け
る
特
別
支
援
学
校
に
、
総
括
寄
宿
舎
指
導
員
を
置
く
。
た
だ
し
、

特
別
の
事
情
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

総
括
寄
宿
舎
指
導
員
は
、
寄
宿
舎
指
導
員
の
う
ち
か
ら
、
教
育
委
員
会
が
命
ず
る
。

３

総
括
寄
宿
舎
指
導
員
の
職
務
等
に
関
す
る
事
項
は
、
教
育
委
員
会
が
別
に
定
め
る
。

（
自
立
活
動
主
任
）

第
四
十
六
条

特
別
支
援
学
校
に
、
自
立
活
動
主
任
を
置
く
。
た
だ
し
、
特
別
の
事
情
の
あ
る

と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

自
立
活
動
主
任
は
、
校
長
又
は
准
校
長
の
指
揮
監
督
を
受
け
、
自
立
活
動
の
実
施
に
関
す

る
事
項
に
つ
い
て
連
絡
調
整
及
び
指
導
、
助
言
に
当
た
る
。

３

自
立
活
動
主
任
は
、
教
諭
の
う
ち
か
ら
、
校
長
が
命
じ
、
教
育
委
員
会
に
報
告
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
教
育
委
員
会
が
特
に
必
要
と
認
め
る
場
合
に
は
、
校
長
と
協
議
の

上
、
そ
の
任
命
に
つ
き
変
更
を
命
ず
る
こ
と
が
あ
る
。



（
準
用
）

第
四
十
七
条

第
三
十
条
か
ら
第
三
十
三
条
ま
で
、
第
三
十
九
条
及
び
第
四
十
条
の
規
定
は
、

特
別
支
援
学
校
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
十
条
第
三
項
中
「
第
六
十
二
条
」

と
あ
る
の
は
、
「
第
八
十
二
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２

第
三
十
四
条
第
一
項
、
第
三
十
六
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
三
十
七
条
第
一
項
及

び
第
二
項
並
び
に
第
三
十
八
条
の
規
定
は
、
特
別
支
援
学
校
の
小
学
部
に
準
用
す
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
「
教
務
主
任
、
学
年
主
任
、
保
健
主
事
、
生
徒
指
導
主
事
及
び
進
路
指
導

主
事
」
と
あ
る
の
は
、
「
教
務
主
任
、
学
年
主
任
及
び
保
健
主
事
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と

す
る
。

３

第
三
十
四
条
第
一
項
、
第
三
十
六
条
第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
、
第
三
十
七
条
第
一
項
及

び
第
二
項
並
び
に
第
三
十
八
条
の
規
定
は
、
特
別
支
援
学
校
の
中
学
部
に
準
用
す
る
。

４

第
二
十
八
条
、
第
二
十
九
条
、
第
三
十
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
三
十
六
条
第
一
項

か
ら
第
六
項
ま
で
、
第
三
十
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
三
十
八
条
の
規
定
は
、
特

別
支
援
学
校
の
高
等
部
に
準
用
す
る
。

５

第
三
十
四
条
第
三
項
、
第
三
十
六
条
第
八
項
及
び
第
三
十
七
条
第
三
項
の
規
定
は
、
特
別

支
援
学
校
の
各
部
に
準
用
す
る
。
た
だ
し
、
特
別
の
事
情
の
あ
る
と
き
は
、
特
別
支
援
学
校

に
お
い
て
、
少
な
く
と
も
司
書
教
諭
一
人
を
置
く
も
の
と
す
る
。

第
四
章

学
校
協
議
会

（
組
織
）

第
四
十
八
条

学
校
条
例
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
学
校
協
議
会
（
以
下
「
協
議
会
」

と
い
う
。
）
は
、
原
則
と
し
て
委
員
六
人
で
組
織
す
る
。
た
だ
し
、
教
育
委
員
会
が
特
に
必

要
と
認
め
る
場
合
に
は
、
校
長
と
協
議
の
上
、
委
員
の
人
数
の
変
更
を
命
ず
る
こ
と
が
あ
る
。

２

学
校
条
例
第
十
二
条
第
三
項
の
教
育
委
員
会
が
必
要
と
認
め
る
者
は
、
学
識
経
験
を
有
す

る
者
と
す
る
。

（
任
期
）

第
四
十
九
条

委
員
の
任
期
は
、
原
則
と
し
て
二
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
補
欠
の
委
員
の
任
期

は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。

２

前
項
の
委
員
は
、
再
任
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
守
秘
義
務
）

第
五
十
条

委
員
は
、
職
務
上
知
る
こ
と
の
で
き
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
職

を
退
い
た
後
も
、
同
様
と
す
る
。

（
会
長
）

第
五
十
一
条

協
議
会
に
会
長
を
置
き
、
委
員
の
互
選
に
よ
っ
て
こ
れ
を
定
め
る
。

２

会
長
は
、
協
議
会
を
代
表
し
、
会
務
を
総
理
す
る
。

３

会
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
会
長
が
あ
ら
か
じ
め
委
員
の
中
か
ら
指
名
す
る
副
会
長
が

そ
の
職
務
を
代
理
す
る
。

（
会
議
）

第
五
十
二
条

協
議
会
の
会
議
は
、
会
長
が
招
集
し
、
会
長
が
そ
の
議
長
と
な
る
。

２

協
議
会
は
、
委
員
の
過
半
数
が
出
席
し
な
け
れ
ば
会
議
を
開
く
こ
と
が
で
き
な
い
。

３

協
議
会
の
議
事
は
、
出
席
委
員
の
過
半
数
で
決
し
、
可
否
同
数
の
と
き
は
、
会
長
の
決
す



る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
保
護
者
か
ら
の
意
見
の
申
出
）

第
五
十
三
条

学
校
条
例
第
十
二
条
第
四
項
第
三
号
の
意
見
の
申
出
は
、
意
見
書
（
別
記
様
式
）

に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
報
酬
）

第
五
十
四
条

委
員
の
報
酬
の
額
は
、
日
額
八
千
二
百
円
と
す
る
。

（
費
用
弁
償
）

第
五
十
五
条

委
員
の
費
用
弁
償
の
額
は
、
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
年
大
阪

府
条
例
第
三
十
七
号
）
に
よ
る
指
定
職
等
の
職
務
に
あ
る
者
以
外
の
者
の
額
相
当
額
と
す
る
。

（
庶
務
）

第
五
十
六
条

協
議
会
の
庶
務
は
、
そ
の
協
議
会
が
設
置
さ
れ
た
府
立
学
校
に
お
い
て
行
う
。

第
五
章

雑
則

（
施
行
細
則
）

第
五
十
七
条

こ
の
規
則
の
施
行
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、
別
に
定
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
大
阪
府
立
高
等
学
校
等
の
管
理
運
営
に
関
す
る
規
則
の
廃
止
）

２

大
阪
府
立
高
等
学
校
等
の
管
理
運
営
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
教
育
委
員
会
規

則
第
四
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

別
表
第
一
（
第
二
条
関
係
）

校
名

課
程

学
科

大
阪
府
立
北
野
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科
、
文
理
学
科
文
科
（
人
文
社
会
国
際
系
）
、

文
理
学
科
理
科
（
理
数
探
究
系
）

大
阪
府
立
東
淀
川
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科
（
総
合
選
択
制
）

大
阪
府
立
北
淀
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科

大
阪
府
立
大
手
前
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科
、
文
理
学
科
文
科
（
人
文
社
会
国
際
系
）
、

文
理
学
科
理
科
（
理
数
探
究
系
）

定
時
制

（
単
位
制
）
普
通
科

大
阪
府
立
旭
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科
、
国
際
教
養
科

大
阪
府
立
西
淀
川
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科

大
阪
府
立
茨
田
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科

大
阪
府
立
清
水
谷
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科

大
阪
府
立
高
津
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科
、
文
理
学
科
文
科
（
人
文
社
会
国
際
系
）
、

文
理
学
科
理
科
（
理
数
探
究
系
）

大
阪
府
立
夕
陽
丘
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科
、
音
楽
科



大
阪
府
立
港
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科

大
阪
府
立
市
岡
高
等
学
校

全
日
制

（
単
位
制
）
普
通
科

大
阪
府
立
泉
尾
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科

大
阪
府
立
大
正
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科
（
総
合
選
択
制
）

大
阪
府
立
勝
山
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科

大
阪
府
立
西
成
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科
（
総
合
選
択
制
）

大
阪
府
立
天
王
寺
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科
、
文
理
学
科
文
科
（
人
文
社
会
国
際
系
）
、

文
理
学
科
理
科
（
理
数
探
究
系
）

大
阪
府
立
阿
倍
野
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科

大
阪
府
立
東
住
吉
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科
、
芸
能
文
化
科

大
阪
府
立
長
吉
高
等
学
校

全
日
制

（
単
位
制
）
普
通
科

大
阪
府
立
平
野
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科

大
阪
府
立
阪
南
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科

大
阪
府
教
育
セ
ン
タ
ー
附
属
高
等
学
校

全
日
制

（
単
位
制
）
普
通
科

大
阪
府
立
池
田
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科

大
阪
府
立
渋
谷
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科

大
阪
府
立
池
田
北
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科

大
阪
府
立
豊
中
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科
、
文
理
学
科
文
科
（
人
文
社
会
国
際
系
）
、

文
理
学
科
理
科
（
理
数
探
究
系
）

大
阪
府
立
桜
塚
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科

定
時
制

（
単
位
制
）
普
通
科

大
阪
府
立
豊
島
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科
（
総
合
選
択
制
）

大
阪
府
立
刀
根
山
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科

大
阪
府
立
箕
面
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科
、
国
際
教
養
科

大
阪
府
立
春
日
丘
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科

定
時
制

（
単
位
制
）
普
通
科



大
阪
府
立
茨
木
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科
、
文
理
学
科
文
科
（
人
文
社
会
国
際
系
）
、

文
理
学
科
理
科
（
理
数
探
究
系
）

大
阪
府
立
茨
木
西
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科

大
阪
府
立
福
井
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科
（
総
合
選
択
制
）

大
阪
府
立
北
摂
つ
ば
さ
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科
（
総
合
選
択
制
）

大
阪
府
立
吹
田
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科

大
阪
府
立
吹
田
東
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科

大
阪
府
立
北
千
里
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科

大
阪
府
立
山
田
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科

大
阪
府
立
三
島
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科

大
阪
府
立
高
槻
北
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科

大
阪
府
立
芥
川
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科

大
阪
府
立
阿
武
野
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科

大
阪
府
立
大
冠
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科

大
阪
府
立
槻
の
木
高
等
学
校

全
日
制

（
単
位
制
）
普
通
科

大
阪
府
立
摂
津
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科
、
体
育
科

大
阪
府
立
島
本
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科

大
阪
府
立
四
條
畷
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科
、
文
理
学
科
文
科
（
人
文
社
会
国
際
系
）
、

文
理
学
科
理
科
（
理
数
探
究
系
）

大
阪
府
立
寝
屋
川
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科

定
時
制

（
単
位
制
）
普
通
科

大
阪
府
立
西
寝
屋
川
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科

大
阪
府
立
北
か
わ
ち
皐
が
丘
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科
（
総
合
選
択
制
）

大
阪
府
立
枚
方
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科
、
国
際
教
養
科

大
阪
府
立
長
尾
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科

大
阪
府
立
牧
野
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科

大
阪
府
立
香
里
丘
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科



大
阪
府
立
枚
方
津
田
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科

大
阪
府
立
枚
方
な
ぎ
さ
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科
（
総
合
選
択
制
）

大
阪
府
立
守
口
東
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科

大
阪
府
立
門
真
西
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科

大
阪
府
立
門
真
な
み
は
や
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科
（
総
合
選
択
制
）

大
阪
府
立
野
崎
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科

大
阪
府
立
緑
風
冠
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科
（
総
合
選
択
制
）

大
阪
府
立
交
野
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科

大
阪
府
立
布
施
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科

定
時
制

（
単
位
制
）
普
通
科

大
阪
府
立
花
園
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科
、
国
際
教
養
科

大
阪
府
立
布
施
北
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科
、
総
合
学
科
（
デ
ュ
ア
ル
総
合
学
科
）

大
阪
府
立
か
わ
ち
野
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科
（
総
合
選
択
制
）

大
阪
府
立
み
ど
り
清
朋
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科
（
総
合
選
択
制
）

大
阪
府
立
山
本
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科

大
阪
府
立
八
尾
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科

大
阪
府
立
八
尾
翠
翔
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科
（
総
合
選
択
制
）

大
阪
府
立
生
野
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科
、
文
理
学
科
文
科
（
人
文
社
会
国
際
系
）
、

文
理
学
科
理
科
（
理
数
探
究
系
）

大
阪
府
立
大
塚
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科
、
体
育
科

大
阪
府
立
柏
原
東
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科

大
阪
府
立
河
南
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科

大
阪
府
立
富
田
林
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科

大
阪
府
立
金
剛
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科
（
総
合
選
択
制
）

大
阪
府
立
懐
風
館
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科
（
総
合
選
択
制
）

大
阪
府
立
長
野
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科
、
国
際
教
養
科



大
阪
府
立
長
野
北
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科

大
阪
府
立
藤
井
寺
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科

大
阪
府
立
狭
山
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科

大
阪
府
立
登
美
丘
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科

大
阪
府
立
泉
陽
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科

大
阪
府
立
三
国
丘
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科
、
文
理
学
科
文
科
（
人
文
社
会
国
際
系
）
、

文
理
学
科
理
科
（
理
数
探
究
系
）

定
時
制

（
単
位
制
）
普
通
科

大
阪
府
立
鳳
高
等
学
校

全
日
制

（
単
位
制
）
普
通
科

大
阪
府
立
金
岡
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科

大
阪
府
立
東
百
舌
鳥
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科

大
阪
府
立
堺
西
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科

大
阪
府
立
福
泉
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科

大
阪
府
立
堺
上
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科

大
阪
府
立
成
美
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科
（
総
合
選
択
制
）

大
阪
府
立
美
原
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科

大
阪
府
立
泉
大
津
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科

大
阪
府
立
伯
太
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科
（
総
合
選
択
制
）

大
阪
府
立
信
太
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科

大
阪
府
立
高
石
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科

大
阪
府
立
和
泉
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科
、
国
際
科
（
グ
ロ
ー
バ
ル
科
）



大
阪
府
立
岸
和
田
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科
、
文
理
学
科
文
科
（
人
文
社
会
国
際
系
）
、

文
理
学
科
理
科
（
理
数
探
究
系
）

大
阪
府
立
久
米
田
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科

大
阪
府
立
佐
野
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科
、
国
際
教
養
科

大
阪
府
立
日
根
野
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科
（
総
合
選
択
制
）

大
阪
府
立
貝

南
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科

大
阪
府
立
り
ん
く
う
翔
南
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科
（
総
合
選
択
制
）

大
阪
府
立
泉
鳥
取
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科

大
阪
府
立
岬
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科

大
阪
府
立
園
芸
高
等
学
校

全
日
制

フ
ラ
ワ
ー
フ
ァ
ク
ト
リ
科
、
環
境
緑
化
科
、
バ

イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
科

大
阪
府
立
農
芸
高
等
学
校

全
日
制

ハ
イ
テ
ク
農
芸
科
、
食
品
加
工
科
、
資
源
動
物

科

大
阪
府
立
淀
川
工
科
高
等
学
校

全
日
制

機
械
系

機
械
技
術
科
（
専
科
）
、
機
械
設
計

科
（
専
科
）

電
気
系

電
気
技
術
科
（
専
科
）
、
電
子
情
報

通
信
科
（
専
科
）

メ
カ
ト

ロ
ニ
ク

ス
系

ロ
ボ
ッ
ト
工
学
科
（
専
科
）
、
制
御

シ
ス
テ
ム
科
（
専
科
）
、
電
子
機
械

科
（
専
科
）

工
学
系

大
学
進
学
科
（
専
科
）

大
阪
府
立
西
野
田
工
科
高
等
学
校

全
日
制

機
械
系

機
械
技
術
科
（
専
科
）
、
生
産
技
術

科
（
専
科
）
、
機
械
制
御
科
（
専
科
）

電
気
系

電
気
技
術
科
（
専
科
）
、
電
子
制
御

科
（
専
科
）

建
築
都

市
工
学

系

建
築
シ
ス
テ
ム
科
（
専
科
）
、
都
市

工
学
科
（
専
科
）

工
業
デ

ザ
イ
ン

系

工
業
デ
ザ
イ
ン
科
（
専
科
）

定
時
制

総
合
学
科



大
阪
府
立
今
宮
工
科
高
等
学
校

全
日
制

機
械
系

機
械
技
術
科
（
専
科
）
、
生
産
技
術

科
（
専
科
）

電
気
系

電
気
技
術
科
（
専
科
）
、
電
子
制
御

科
（
専
科
）

建
築
系

建
築
設
計
科
（
専
科
）
、
建
築
生
産

科
（
専
科
）
、
建
築
科
（
専
科
）

グ
ラ
フ

ィ
ッ
ク

デ
ザ
イ

ン
系

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
科
（
専
科
）

工
学
系

大
学
進
学
科
（
専
科
）

定
時
制

総
合
学
科

大
阪
府
立
茨
木
工
科
高
等
学
校

全
日
制

機
械
系

機
械
技
術
科
（
専
科
）
、
生
産
技
術

科
（
専
科
）
、
機
械
制
御
科
（
専
科
）

電
気
系

電
気
技
術
科
（
専
科
）
、
電
子
情
報

通
信
科
（
専
科
）

環
境
化

学
シ
ス

テ
ム
系

環
境
シ
ス
テ
ム
科
（
専
科
）
、
化
学

シ
ス
テ
ム
科
（
専
科
）

工
学
系

大
学
進
学
科
（
専
科
）

定
時
制

総
合
学
科

大
阪
府
立
城
東
工
科
高
等
学
校

全
日
制

機
械
系

機
械
技
術
科
（
専
科
）
、
機
械
設
計

科
（
専
科
）

電
気
系

電
気
技
術
科
（
専
科
）
、
電
子
情
報

通
信
科
（
専
科
）

メ
カ
ト

ロ
ニ
ク

ス
系

ロ
ボ
ッ
ト
工
学
科
（
専
科
）
、
制
御

シ
ス
テ
ム
科
（
専
科
）

大
阪
府
立
布
施
工
科
高
等
学
校

全
日
制

機
械
系

機
械
技
術
科
（
専
科
）
、
生
産
技
術

科
（
専
科
）
、
機
械
制
御
科
（
専
科
）

電
気
系

電
気
技
術
科
（
専
科
）
、
電
子
情
報

通
信
科
（
専
科
）

建
築
設

備
系

建
築
シ
ス
テ
ム
科
（
専
科
）
、
設
備

シ
ス
テ
ム
科
（
専
科
）



大
阪
府
立
藤
井
寺
工
科
高
等
学
校

全
日
制

機
械
系

機
械
技
術
科
（
専
科
）
、
機
械
設
計

科
（
専
科
）

電
気
系

電
気
技
術
科
（
専
科
）
、
電
子
情
報

通
信
科
（
専
科
）

メ
カ
ト

ロ
ニ
ク

ス
系

ロ
ボ
ッ
ト
工
学
科
（
専
科
）
、
制
御

シ
ス
テ
ム
科
（
専
科
）

定
時
制

総
合
学
科

大
阪
府
立
堺
工
科
高
等
学
校

全
日
制

機
械
系

機
械
技
術
科
（
専
科
）
、
機
械
制
御

科
（
専
科
）

電
気
系

電
気
技
術
科
（
専
科
）
、
電
子
制
御

科
（
専
科
）

環
境
化

学
シ
ス

テ
ム
系

化
学
分
析
技
術
科
（
専
科
）
、
環
境

シ
ス
テ
ム
科
（
専
科
）

定
時
制

総
合
学
科

大
阪
府
立
佐
野
工
科
高
等
学
校

全
日
制

機
械
系

機
械
技
術
科
（
専
科
）
、
機
械
設
計

科
（
専
科
）

電
気
系

電
気
技
術
科
（
専
科
）
、
電
子
制
御

科
（
専
科
）

テ
キ
ス

タ
イ
ル

系

プ
ロ
ダ
ク
ト
工
学
科
（
専
科
）
、
デ

ザ
イ
ン
工
学
科
（
専
科
）

定
時
制

総
合
学
科

大
阪
府
立
住
吉
高
等
学
校

全
日
制

国
際
文
化
科
、
総
合
科
学
科

大
阪
府
立
千
里
高
等
学
校

全
日
制

国
際
文
化
科
、
総
合
科
学
科

大
阪
府
立
泉
北
高
等
学
校

全
日
制

国
際
文
化
科
、
総
合
科
学
科

大
阪
府
立
港
南
造
形
高
等
学
校

全
日
制

総
合
造

形
科

美
術
科
、
造
形
教
養
科
、
工
芸
科
、

デ
ザ
イ
ン
科

大
阪
府
立
柴
島
高
等
学
校

全
日
制

総
合
学
科

大
阪
府
立
今
宮
高
等
学
校

全
日
制

総
合
学
科

大
阪
府
立
能
勢
高
等
学
校

全
日
制

総
合
学
科

大
阪
府
立
千
里
青
雲
高
等
学
校

全
日
制

総
合
学
科

大
阪
府
立
芦
間
高
等
学
校

全
日
制

総
合
学
科

大
阪
府
立
枚
岡
樟
風
高
等
学
校

全
日
制

総
合
学
科



大
阪
府
立
八
尾
北
高
等
学
校

全
日
制

総
合
学
科

大
阪
府
立
松
原
高
等
学
校

全
日
制

総
合
学
科

大
阪
府
立
堺
東
高
等
学
校

全
日
制

総
合
学
科

大
阪
府
立
貝

高
等
学
校

全
日
制

総
合
学
科

大
阪
府
立
成
城
高
等
学
校

全
日
制

総
合
学
科

定
時
制

総
合
学
科

定
時
制

（
多
部
制

単
位
制
）

総
合
学
科

大
阪
府
立
東
住
吉
総
合
高
等
学
校

全
日
制

総
合
学
科

定
時
制

（
多
部
制

単
位
制
）

総
合
学
科

大
阪
府
立
咲
洲
高
等
学
校

全
日
制

総
合
学
科

定
時
制

（
多
部
制

単
位
制
）

普
通
科

大
阪
府
立
和
泉
総
合
高
等
学
校

全
日
制

総
合
学
科

定
時
制

総
合
学
科

定
時
制

（
多
部
制

単
位
制
）

総
合
学
科

大
阪
府
立
桃
谷
高
等
学
校

定
時
制

（
多
部
制

単
位
制
）

普
通
科

通
信
制

（
単
位
制
）
普
通
科

大
阪
府
立
箕
面
東
高
等
学
校

定
時
制

（
多
部
制

単
位
制
）

普
通
科



別
表
第
二
（
第
二
条
関
係
）

校
名

部
・
科

障
が
い

種
別

学
科
（
課
程
）

大
阪
府
立
視
覚
支
援
学
校

幼
稚
部

視
覚

障
が
い

小
学
部

中
学
部

高等部

本
科

普
通
科
、
音
楽
科

専
攻

科

保
健
理
療
科
、
理
療
科
、
理
学
療

法
科
、
音
楽
科
、
情
報
処
理
科

大
阪
府
立
生
野
聴
覚
支
援
学
校

幼
稚
部

聴
覚

障
が
い

小
学
部

中
学
部

大
阪
府
立
堺
聴
覚
支
援
学
校

幼
稚
部

聴
覚

障
が
い

小
学
部

中
学
部

大
阪
府
立
だ
い
せ
ん
聴
覚
高
等
支
援
学
校

高等部

本
科

聴
覚

障
が
い

普
通
科
、
工
業
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
科
、

情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科
、

ラ
イ
フ
・
サ
ポ
ー
ト
科

専
攻

科

工
業
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
科
、
情
報
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科
、
ラ
イ

フ
・
サ
ポ
ー
ト
科

大
阪
府
立
堺
支
援
学
校

小
学
部

肢
体

不
自
由

中
学
部

高
等
部

肢
体

不
自
由

普
通
課
程
、
商
業
課
程

知
的

障
が
い

生
活
課
程

大
阪
府
立
堺
支
援
学
校
大
手
前
分
校

小
学
部

肢
体

不
自
由

中
学
部

大
阪
府
立
茨
木
支
援
学
校

小
学
部

肢
体

不
自
由

中
学
部

高
等
部

肢
体

不
自
由

普
通
課
程

知
的

障
が
い

生
活
課
程

大
阪
府
立
東
大
阪
支
援
学
校

小
学
部

肢
体

不
自
由

中
学
部

高
等
部

肢
体

不
自
由

普
通
課
程

知
的

障
が
い

生
活
課
程



大
阪
府
立
岸
和
田
支
援
学
校

小
学
部

肢
体

不
自
由

中
学
部

高
等
部

普
通
課
程

大
阪
府
立
藤
井
寺
支
援
学
校

小
学
部

肢
体

不
自
由

中
学
部

高
等
部

普
通
課
程

大
阪
府
立
交
野
支
援
学
校

小
学
部

肢
体

不
自
由

中
学
部

高
等
部

普
通
課
程

大
阪
府
立
交
野
支
援
学
校
四
條
畷
校

中
学
部

知
的

障
が
い

高
等
部

生
活
課
程

大
阪
府
立
箕
面
支
援
学
校

小
学
部

肢
体

不
自
由

中
学
部

高
等
部

肢
体

不
自
由

普
通
課
程

知
的

障
が
い

生
活
課
程

大
阪
府
立
中
津
支
援
学
校

小
学
部

肢
体

不
自
由

中
学
部

高
等
部

普
通
課
程

大
阪
府
立
高
槻
支
援
学
校

小
学
部

知
的

障
が
い

中
学
部

高
等
部

縫
製
課
程
、
組
立
技
術
課
程
、
生

活
課
程

大
阪
府
立
八
尾
支
援
学
校

小
学
部

知
的

障
が
い

中
学
部

大
阪
府
立
八
尾
支
援
学
校
東
校

高
等
部

知
的

障
が
い

縫
製
課
程
、
工
作
技
術
課
程
、
生

活
課
程

大
阪
府
立
富
田
林
支
援
学
校

小
学
部

知
的

障
が
い

中
学
部

高
等
部

生
活
課
程

大
阪
府
立
佐
野
支
援
学
校

小
学
部

知
的

障
が
い

中
学
部

高
等
部

生
活
課
程



大
阪
府
立
豊
中
支
援
学
校

小
学
部

知
的

障
が
い

中
学
部

高
等
部

生
活
課
程

大
阪
府
立
寝
屋
川
支
援
学
校

小
学
部

知
的

障
が
い

中
学
部

高
等
部

生
活
課
程

大
阪
府
立
和
泉
支
援
学
校

小
学
部

知
的

障
が
い

中
学
部

高
等
部

生
活
課
程

大
阪
府
立
守
口
支
援
学
校

小
学
部

知
的

障
が
い

中
学
部

高
等
部

生
活
課
程

大
阪
府
立
吹
田
支
援
学
校

小
学
部

知
的

障
が
い

中
学
部

高
等
部

生
活
課
程

大
阪
府
立
泉
北
高
等
支
援
学
校

高
等
部

知
的

障
が
い

生
活
課
程

大
阪
府
立
摂
津
支
援
学
校

小
学
部

知
的

障
が
い

中
学
部

高
等
部

生
活
課
程

大
阪
府
立
泉
南
支
援
学
校

小
学
部

知
的

障
が
い

中
学
部

高
等
部

生
活
課
程

大
阪
府
立
た
ま
が
わ
高
等
支
援
学
校

高
等
部

知
的

障
が
い

も
の
づ
く
り
科
、
福
祉
・
園
芸
科
、

流
通
サ
ー
ビ
ス
科

大
阪
府
立
と
り
か
い
高
等
支
援
学
校

高
等
部

知
的

障
が
い

生
産
技
術
科
、
食
と
み
ど
り
科
、

生
活
科
学
科

大
阪
府
立
す
な
が
わ
高
等
支
援
学
校

高
等
部

知
的

障
が
い

も
の
づ
く
り
科
、
食
と
み
ど
り
科
、

せ
い
か
つ
サ
ー
ビ
ス
科

大
阪
府
立
刀
根
山
支
援
学
校

小
学
部

病
弱

中
学
部

高
等
部

普
通
課
程

大
阪
府
立
羽
曳
野
支
援
学
校

小
学
部

病
弱

中
学
部



別記様式(第53条関係) 

年  月  日 

 大阪府立      学校 学校協議会 会長 様 

申出者 住所                 

(    学部)   年   組 

ふ り が な                

生 徒 氏 名                

ふ り が な                

保護者氏名              印 

電 話 番 号                

メールアドレス              

意 見 書 

 大阪府立学校の管理運営に関する規則第53条の規定により、次のとおり申し出ます。 

項 目 

□ 授業・教科指導 

□ 生徒指導 

□ 進路指導 

□ 学校運営全般 

□ その他 

意見の内容

 備考：1 「項目」の欄については、該当する事項の□にレ印を付してください。 

    2 「意見の内容」の欄については、意見の根拠となる事実又は具体例を挙げる

等して、簡潔に記入してください。 

 ＊ 以下の欄には記入しないでください。 

受付番号 特記事項 

出て 



大阪府立学校の管理運営に関する規則の制定について

（大阪府立高等学校等の管理運営に関する規則からの主な変更点） 

１ 校長と教育委員会の関係、権限と責任の所在の明確化 

  学校経営計画、教育計画等をはじめとした様々な事項について策定・決定等を行う際の校長と教育委員会の関係、権限と責任の所在について、関連法規に沿っ

た、より明確な表現となるよう改めるほか、新たな条文を加える。 

 ≪新規条文≫

（教科用図書の採択） 

第10条 高等学校において使用する教科用図書は、学校教育法（以下「法」という。）第62条において準用する法第34条第１項に規定する教科用図書から、 

校長の選定を踏まえ教育委員会が採択する。

≪変更条文（例）≫ 

変更案 

（学校経営計画の提出） 

第６条 校長は、教育委員会と協議して、大阪府立学校条例（平成二十四年大阪府条例第八十九号。以下「学校条例」という。）第七条の規

定に基づく学校経営計画（以下「学校経営計画」という。）を策定し、前年度の三月三十一日までに教育委員会に届け出なければならない。

ただし、教育委員会が特に必要と認める場合については、学校経営計画の変更を命ずることがある。

現 行 

（学校経営計画の提出） 

第４条の３ 校長は、教育委員会と協議して、学校の中期的な目標、当該目標を踏まえた当該年度の重点的な目標、当該重点的な目標を達成

するための取組の方策、評価指標等を定め、毎年三月三十一日までに学校経営計画を教育委員会に届け出なければならない。 

これまで、採択の都度、確認していた教科用図書の採択の手続きについて、本規則において明記するもの。 

学校経営計画の策定については、府立学校条例第7条で「校長が定める」こととされているが、地教行法第23条の教育委員会の管理権限が及ぶことから、教育委員

会に変更権限があることを明記するもの。 

また、9条、12条、13条、14条、37条、38条、43条、44条、46条についても、同趣旨により教育委員会に変更権限があることを明記するもの。 



２ 生徒の休学等の期間について 

  休学手続きをしている生徒が、不条理な取扱いにならないよう、所要の改正を行う。 

変更案 

（休学） 

第28条 高等学校の生徒の休学の期間は、引き続き二年を超えることができない。 

2 生徒が前項に規定する休学の期間を経過してもなお復学できないときは、退学させるものとする 

3 休学の手続きをしない生徒が登校しない場合、正当な理由がある場合に限り、二年間は、不登校の一事をもって退学させないものとする。

4 生徒が前項に規定する期間を経過してもなお復学できないときは、退学させるものとする。

現 行 

（休学） 

第20条 高等学校の生徒の休学の期間は、引き続き二年を超えることができない。 

2 生徒が前項に規定する休学の期間を経過してもなお復学できないときは、退学させるものとする。 

３ 首席、指導教諭、教務主任、事務部長等に対する監督権限 

  校長及び准校長が首席等を「指揮監督」していることを明記する。 

変更案（例） 
第31条 

3 首席は、校長又は准校長の指揮監督の下、学校運営を助け、その命を受け、一定の校務を整理し、生徒の教育をつかさどる。 

現 行 
第22条の５ 

3 首席は、校長の学校運営を助け、その命を受け、一定の校務を整理し、生徒の教育をつかさどる。 

 上記のほか、32条（指導教諭等）、36条（教務主任等）、39条（事務部長等）、44条（寮務主任等）、46条（自立活動主任）についても、同趣旨の改正を行う。 

４ 条文の構成の見直し 

  昭和32年の規則制定以来、90回を超える改正が行われ、部分的な条項の削除・追加が繰り返される中で、規則全体の構成がいびつになっていたため、適正な

構成となるよう、条文の並べ替えを行う。

現行規定では、留学や病気など休学事由に該当するにもかかわらず休学手続きをしない生徒の規定がなく、休学手続きを経て休学している生徒との均衡を確保するた

め、休学手続きをしない生徒の登校しない期間の上限を設ける。 


